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ABSTRAK 

 

Reika Wardhana. 2024. Analisis Penggunaan Junsetsu No Setsuzokushi pada 

Karya Ilmiah Berbahasa Jepang yang Ditulis Penutur Jati Bahasa Jepang. Skripsi. 

Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas 

Negeri Jakarta. 

Penelitian ini dilatarbelakangi oleh adanya kesamaan makna pada setsuzokushi 

yang termask ke dalam jenis junsetsu no setsuzokushi yang memiliki arti ‘oleh 

karena itu’. Meskipun memiliki makna yang sama, pada hakikatnya penggunaan 

setsuzokushi tersebut berbeda. Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui jenis 

junsetsu no setsuzokushi yang menyetakan hubungan sebab akibat yang sering 

digunakan oleh penutur jati bahasa Jepang dalam menulis artikel ilmiah. Kemudian, 

untuk mengetahui cara pembentukan junsetsu no setsuzokushi yang menyatakan 

hubungan sebab akibat dilihat dari hubungan antarkalimatnya dalam artikel ilmiah 

yang ditulis oleh penutur jati bahasa Jepang. Metode yang digunakan dalam 

penelitian ini adalah metode deskriptif kualitatif dengan teknik pengumpulan data 

berupa teknik catat, dan teknik analisisnya berupa teknik pilah unsur langsung 

(PUP). Teori yang digunakan antara lain adalah teori junsetsu no setsuzokushi, dan 

teori klasifikasi jenis kalimat bahasa Jepang. Berdasarkan hasil analisis: 1) junsetsu 

no setsuzokushi yang paling banyak digunakan oleh penulis jati bahasa Jepang 

dalam artikel ilmiah adalah yotte. 2) Pembentukan順接の接続詞 yang menyatakan 

hubungan sebab akibat dilihat dari hubungan antarkalimatnya dalam artikel ilmiah 

yang ditulis oleh penutur jati bahasa Jepang didominasi oleh genshoubyoushabun 

and handanbun.  

Kata Kunci: Analisis, Junsetsu no setsuzokushi, Artikel ilmiah Bahasa Jepang, 

Penulis jati bahasa Jepang. 
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ABSTRACT 

 

Reika Wardhana. 2024. Analysis of the use of Junsetsu No Setsuzokushi in 

Japanese Scientific Works Written by Japanese Speakers. Thesis, Japanese 

Language Education Study Program, Faculty of Language and Arts, State 

University of Jakarta. 

This research is motivated by the semantik similarities found in setsuzokushi 

categorized as junsetsu no setsuzokushi, which means 'therefore'. Despite having 

the same meaning, the actual usage of these setsuzokushi differs. This research aims 

to identify the types of junsetsu no setsuzokushi expressing causal relationships 

frequently used by native Japanese speakers in writing scientific articles. 

Furthermore, it seeks to understand the formation of junsetsu no setsuzokushi that 

denote causal relationship patterns, viewed from the inter-sentence connections in 

scientific articles written by native Japanese speakers. The method used in this 

research is qualitative descriptive method with data collection techniques in the 

form of note-taking techniques, and analysis techniques comprising direct element 

segmentation (PUP). The theories used include the theory of junsetsu no 

setsuzokushi, and the classification theory of Japanese sentence types. Based on the 

analysis results: 1) The most frequently used junsetsu no setsuzokushi by native 

Japanese authors in scientific articles is yotte. 2) The inter-sentence relationship 

formed by the use of junsetsu no setsuzokushi by native Japanese authors in writing 

scientific papers is dominated with genshoubyoushabun and handanbun. 

Keywords: Analysis, Junsetsu no setsuzokushi, Japanese scientific articles, 

native Japanese speakers  
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日本語母語話者によって書かれた日本語科学著作物における 

「順接の接続詞」の使用の分析 

ジャカルタ国立大学 

Reika Wardhana 

reikawardhana@gmail.com 

概要 

 

A. 背景 

 学術論文の執筆は一般的な執筆活動とは異なる。Gastel と Day

（2022:19）は、学術論文とは、オリジナルの研究結果を描写した書面

および出版物であると説明している。Chaer（2011:2）は、学術論文で

使用される言語を「学術的言語」と呼び、これは明瞭さ、正確さ、お

よび標準性に重点を置き、標準的な語彙と適切なスペルを使用するも

のだと述べている。 

インドネシア語と日本語の学術言語の構造と使用には違いがある。

その一つが接続詞である。Morita (Setiana, 2012:271)、日本語を学ぶ外

国人の観点から見ると、接続詞は重要な語群であり、学習者にとって

障害となる語群であると説明している。 

本研究の目的は、日本語母語話者が執筆した学術論文における順接

の接続詞の使用を分析することである。この研究の目的は、日本語母

語話者が学術論文で使用する順接の接続詞の形態と適用を明らかにす

ることである。この研究の結果は、日本語学習者や教育者が学術論文
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執筆において適切な順接の接続詞の使用を理解するための参考になる

ことを期待している。 

以上の説明から、研究者は「日本語母語話者によって書かれた日本

語科学著作物における「順接の接続詞」の使用の分析」と題する研究

を実施した。 

 

B. 問題提供 

 以上の背景に基づいて、本研究の問題提供は次の通りである： 

1. 日本語母語話者が文章した日本の科学論文でよく使われる、因

果関係を表現する「順接の接続詞」の形式は何であろうか。 

2. 日本語母語話者による科学論文の文章間の関係から見る、因果

関係を表現する「順説の接続詞」のどのようにして形成される

のであろうか。 

 

C. 解決 

本研究では、定性的記述手法を使用し、「Metode Simak」における

「Teknik Catat」というデータ収集を、「Metode Padan」における

「Teknik Pilah Unsur Penentu」というデータ分析を使用した。「Teknik 

Pilah Unsur Penentu」は専門家によるさまざまな理論に基づいていた。

さらに、分析するデータは、2023 年から 2024 年に出版された日本語

教育・言語学雑誌から取得した。日本の学術雑誌サイトである、国際

交流基金リポジトリ、関西学院大学学術リポジトリ、九州大学附属図



 
 

viii 
 

書館、一橋大学学術リポジトリ（Hermes-IR Research & Education 

Resources）から取得した。分析されたデータは 25 のデータであった。 

分析の結果に基づいて、2023年～2024年に発表された教育・日本語

学に関するテーマ制限のある学術論文 5 本のうち、日本語母語話者が

書いた日本語学術論文で頻出する因果関係を表す「順接の接続詞」の

形は「よって」であり、データ総数は 11のデータであった。次の通り

である： 

学術論文における「順接の接続詞」形 

番号 順接の接続詞 データ量 

1. そのため  7 

2. そこで 1 

3. その結果 2 

4. したがって 3 

5. ゆえに 1 

6. よって 11 

 合計データ 25 

25 のデータに基づいて、日本語母語話者によって書かれた

日本語の学術論文でよく使われる因果関係を表す「順接の接

続詞」の形式が 11 のデータで「よって」であることについ

ての結論を以下に示す。 

 

D. 結論 

本研究の結論は次である。 
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1. 日本の科学論文でよく使われる、因果関係を表現する「順接の

接続詞」の形式 

2023 年から 2024 年までに教育と日本語学に関するテーマを

限定して出版された 5 本の学術論文のうち、日本語母語話者が

執筆した日本語の学術論文でよく使われる因果関係を述べる

「順説の接続詞」の形は「よって」であり、データ総数は 11デ

ータである。 

2. 日本語母語話者による科学論文の文章間の関係から見る、因果

関係を表現する「順説の接続詞」の形成される 

日本語母語話者が執筆した 2023 年から 2024 年に発表された

日本語教育および言語学に関する 5 本の学術論文において、因

果関係を表す順接の接続詞として最も頻繁に使用されるのは

「よって」であり、11 例が見つかった。「よって」の前の文は

現象描写文が 9 のデータ、また「よって」の後の文は判断文が

9 のデータ。 
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